
資料１ 計画処理区域内人口の予測（本編 P27～28 参照） 

将来の計画処理区域内人口に関しては、以下の方法により比較・検討し、

最も妥当な推計値を決定します。 

 

過去 10 年間（平成９年度～平成 18 年度）の人口の実績 

 

各種推計方法による人口の将来予測 

１．等 差 法 

２．等 比 法 

３．最小二乗法 

４．二次傾向線 

５．一次指数曲線 

６．べ き 曲 線 

７．ロジスティック曲線 

 

各種推計方法と総合計画等上位計画との比較・検討 

 

将来人口の決定 

 

本市における人口の将来予測にあたっては、平成９年度から平成 18 年

度までの過去 10 年間における旧市町の人口の実績をもとに、厚生省監修

のごみ処理施設構造指針解説による７法の推計方法を用いて、実績のトレ

ンドと将来のトレンドが無理のない線を描くように留意します。 

本市の人口は、過去 10 年間において緩やかに減少しています。予測結

果をみると、ほとんどの推計式にて緩やかな減少傾向を示していますが、

当然ながら人口の減少を緩和する施策を講じているため、急激な減少は起

こらないものと考えられます。よって、緩やかな減少傾向を示している推

計式の中で相関係数が最も１に近い推計方法により求められた推計値を

採用し、その合計値を本市の将来の人口予測値として採用します。 

表１－１に計画処理区域人口の実績とその見込みを、図１－１に７法の

推計方法における人口の実績と将来予測の結果を示します。 
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表１－１ 計画処理区域人口の実績とその見込み 

単位：人

平成９年度 60,786 39,459 21,327

平成10年度 60,606 39,346 21,260

平成11年度 60,339 39,217 21,122

平成12年度 60,025 39,058 20,967

平成13年度 59,727 38,872 20,855

平成14年度 59,389 38,659 20,730

平成15年度 59,163 38,538 20,625

平成16年度 58,704 38,333 20,371

平成17年度 58,162 38,086 20,076

平成18年度 57,681 37,884 19,797

平成19年度 57,586

平成20年度 57,246

平成21年度 56,906

平成22年度 56,566

平成23年度 56,225

平成24年度 55,885

平成25年度 55,545

平成26年度 55,204

平成27年度 54,864

平成28年度 54,524

平成29年度 54,183

平成30年度 53,843

平成31年度 53,503

平成32年度 53,162

平成33年度 52,822

採用推計式 最小二乗法

実

績

五 泉 地 区 村 松 地 区五 泉 市

予

測
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.989977 0.988980 0.989976 0.998730 0.988994 #NUM! #NUM!

平成 9 60,786 60,786 60,786 60,786 60,786 60,786 60,786

10 60,606 60,606 60,606 60,606 60,606 60,606 60,606

11 60,339 60,339 60,339 60,339 60,339 60,339 60,339

12 60,025 60,025 60,025 60,025 60,025 60,025 60,025

13 59,727 59,727 59,727 59,727 59,727 59,727 59,727

14 59,389 59,389 59,389 59,389 59,389 59,389 59,389

15 59,163 59,163 59,163 59,163 59,163 59,163 59,163

16 58,704 58,704 58,704 58,704 58,704 58,704 58,704

17 58,162 58,162 58,162 58,162 58,162 58,162 58,162

18 57,681 57,681 57,681 57,681 57,681 57,681 57,681

19 57,336 57,346 57,586 57,192 57,604 #NUM! #NUM!

20 56,991 57,013 57,246 56,637 57,274 #NUM! #NUM!

21 56,646 56,682 56,906 56,045 56,947 #NUM! #NUM!

22 56,301 56,352 56,566 55,418 56,621 #NUM! #NUM!

23 55,956 56,025 56,225 54,755 56,297 #NUM! #NUM!

24 55,611 55,700 55,885 54,056 55,975 #NUM! #NUM!

25 55,266 55,376 55,545 53,321 55,655 #NUM! #NUM!

26 54,921 55,054 55,204 52,551 55,337 #NUM! #NUM!

27 54,576 54,735 54,864 51,744 55,020 #NUM! #NUM!

28 54,231 54,417 54,524 50,902 54,705 #NUM! #NUM!

29 53,886 54,101 54,183 50,024 54,393 #NUM! #NUM!

30 53,541 53,786 53,843 49,110 54,081 #NUM! #NUM!

31 53,196 53,474 53,503 48,160 53,772 #NUM! #NUM!

32 52,851 53,163 53,162 47,174 53,465 #NUM! #NUM!

33 52,506 52,854 52,822 46,153 53,159 #NUM! #NUM!

採 用 式

相関係数

実

績

推計方法

予

測

採用推計式

45000

47000

49000

51000

53000

55000

57000

59000

61000

63000

65000

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

人
口

（
人

）

年 度

等差法 等比法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線
 

図１－１ ７法の推計方法における人口の実績と将来予測 
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資料２ 収集ごみ排出量の予測（本編 P29～36 参照） 

 

１．一人一日排出量の予測 

将来の原単位の予測に関しては、以下の方法により比較・検討し最も妥

当な推計値を決定します。 

 

過去 10 年間（平成９年度～平成 18 年度）の原単位の実績 

 

各種推計方法による原単位の将来予測 

１．等 差 法 

２．等 比 法 

３．最小二乗法 

４．二次傾向線 

５．一次指数曲線 

６．べ き 曲 線 

７．ロジスティック曲線 

 

各種推計方法による推計値と全国平均値との比較・検討 

 

最も妥当な推計値の決定 

 

ごみ排出量の決定 

 

ごみ排出量の将来予測にあたっては、平成９年度から平成 18 年度まで

の種類別の原単位をもとに、厚生省監修のごみ処理施設構造指針解説によ

る７法の推計方法を用いて、実績のトレンドと将来のトレンドが無理のな

い線を描くように留意します。 

本市における収集ごみの種類別原単位の推計値に関する採用理由は次

に示すとおりです。 
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【燃えるごみ：家庭系】 

家庭系にて収集される燃えるごみの原単位は、ほぼ横ばいにて推移し

ています。将来の家庭系にて収集される燃えるごみの原単位を予測する

と、緩やかな増加傾向にて推移していく推計式が多くなっていますので、

緩やかな増加傾向を示している推計式のうち、相関係数が最も１に近い

「一次指数曲線」による推計値を将来の家庭系にて収集される燃えるご

みの原単位として採用します。 

【燃えるごみ：事業系】 

事業系にて収集される燃えるごみの原単位は、緩やかな増加傾向にて

推移しています。将来の事業系にて収集される燃えるごみの原単位も緩

やかな増加傾向にて推移していくものと考えられますので、緩やかな増

加傾向を示している推計式のうち、相関係数が最も１に近い「等差法」

による推計値を将来の事業系にて収集される燃えるごみの原単位とし

て採用します。 

【燃えないごみ：家庭系】 

家庭系にて収集される燃えないごみの原単位は、減少傾向にて推移し

ています。将来の家庭系にて収集される燃えないごみの原単位も減少傾

向にて推移していくものと考えられますので、原単位の変動が少なく、

相関係数が最も１に近い「等比法」による推計値を将来の家庭系にて収

集される燃えないごみの原単位として採用します。 

【燃えないごみ：事業系】 

事業系にて収集される燃えないごみの原単位は、僅かながら増加傾向

にて推移しています。将来の事業系にて収集される燃えないごみの原単

位も現状と同様な傾向にて推移していくものと考えられますので、原単

位の変動が少なく、相関係数が最も１に近い「べき曲線」による推計値

を将来の事業系にて収集される燃えないごみの原単位として採用しま

す。 

【資源ごみ：新聞紙】 

収集される新聞紙の原単位は、緩やかな増加傾向にて推移しています。

将来の収集される新聞紙の原単位も緩やかな増加傾向にて推移してい

くものと考えられますので、緩やかな増加傾向を示している推計式のう

ち、相関係数が最も１に近い「べき曲線」による推計値を将来の収集さ

れる新聞紙の原単位として採用します。 

【資源ごみ：雑誌類】 

収集される雑誌類の原単位は、平成 14 年度までは増加傾向を、平成

15 年度から平成 18 年度においては減少傾向を示しています。将来の収
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集される雑誌類の原単位を予測すると、緩やかな増加傾向にて推移して

いく推計式が多くなっていますので、緩やかな増加傾向を示している推

計式のうち、相関係数が最も１に近い「べき曲線」による推計値を将来

の収集される雑誌類の原単位として採用します。 

【資源ごみ：ダンボール】 

収集されるダンボールの原単位は、若干下がった時期があるものの、

全体的には僅かながらではありますが増加傾向にて推移しています。将

来の収集されるダンボールの原単位も現状と同様な傾向にて推移して

いくものと考えられますので、原単位の変動が少なく、相関係数が最も

１に近い「一次指数曲線」による推計値を将来の収集されるダンボール

の原単位として採用します。 

【資源ごみ：ペットボトル】 

収集されるペットボトルの原単位は、僅かながら増加傾向にて推移し

ています。将来の収集されるペットボトルの原単位も現状と同様な傾向

にて推移していくものと考えられますので、原単位の変動が少なく、相

関係数が最も１に近い「等差法」による推計値を将来の収集されるペッ

トボトルの原単位として採用します。 

【有害ごみ】 

収集される有害ごみの原単位は、平成 13 年度以降ほぼ横ばいにて推

移しています。将来の収集される有害ごみの原単位もほぼ横ばいにて推

移していくものと考えられますので、平成 13 年度から平成 18 年度まで

の原単位の平均値を将来の収集される有害ごみの原単位として採用し

ます。 

 

以上の結果より、表２－１に収集ごみの原単位実績とその見込みを、図

２－１～８に７法の推計方法におけるごみの種類別原単位実績と将来予測

の結果を示します。 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.857776 0.861441 0.857776 0.955158 0.861527 #NUM! #NUM!

平成 9 749.94 749.94 749.94 749.94 749.94 749.94 749.94

10 686.31 686.31 686.31 686.31 686.31 686.31 686.31

11 639.39 639.39 639.39 639.39 639.39 639.39 639.39

12 603.41 603.41 603.41 603.41 603.41 603.41 603.41

13 605.81 605.81 605.81 605.81 605.81 605.81 605.81

14 601.07 601.07 601.07 601.07 601.07 601.07 601.07

15 610.63 610.63 610.63 610.63 610.63 610.63 610.63

16 608.56 608.56 608.56 608.56 608.56 608.56 608.56

17 634.91 634.91 634.91 634.91 634.91 634.91 634.91

18 641.31 641.31 641.31 641.31 641.31 641.31 641.31

19 647.63 647.85 640.73 662.47 640.84 #NUM! #NUM!

20 653.94 654.47 647.13 685.18 647.48 #NUM! #NUM!

21 660.26 661.14 653.54 711.52 654.20 #NUM! #NUM!

22 666.58 667.89 659.95 741.48 660.99 #NUM! #NUM!

23 672.89 674.71 666.35 775.06 667.84 #NUM! #NUM!

24 679.21 681.59 672.76 812.27 674.77 #NUM! #NUM!

25 685.53 688.55 679.17 853.10 681.77 #NUM! #NUM!

26 691.84 695.57 685.57 897.55 688.85 #NUM! #NUM!

27 698.16 702.67 691.98 945.63 695.99 #NUM! #NUM!

28 704.48 709.84 698.39 997.33 703.21 #NUM! #NUM!

29 710.79 717.08 704.80 1,052.66 710.51 #NUM! #NUM!

30 717.11 724.40 711.20 1,111.61 717.88 #NUM! #NUM!

31 723.43 731.79 717.61 1,174.18 725.32 #NUM! #NUM!

32 729.74 739.26 724.02 1,240.37 732.85 #NUM! #NUM!

33 736.06 746.80 730.42 1,310.19 740.45 #NUM! #NUM!
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図２－１ ７法の推計方法における燃えるごみ(家庭系)の原単位実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.847400 0.842514 0.847388 0.865101 0.839725 0.841155 #NUM!

平成 9 145.30 145.30 145.30 145.30 145.30 145.30 145.30

10 179.17 179.17 179.17 179.17 179.17 179.17 179.17

11 193.09 193.09 193.09 193.09 193.09 193.09 193.09

12 213.32 213.32 213.32 213.32 213.32 213.32 213.32

13 220.08 220.08 220.08 220.08 220.08 220.08 220.08

14 229.64 229.64 229.64 229.64 229.64 229.64 229.64

15 238.00 238.00 238.00 238.00 238.00 238.00 238.00

16 268.46 268.46 268.46 268.46 268.46 268.46 268.46

17 289.03 289.03 289.03 289.03 289.03 289.03 289.03

18 254.56 254.56 254.56 254.56 254.56 254.56 254.56

19 261.43 262.17 287.65 272.38 290.28 294.13 #NUM!

20 268.31 270.01 298.38 271.65 303.33 308.85 #NUM!

21 275.18 278.08 309.11 268.38 316.97 324.05 #NUM!

22 282.05 286.39 319.84 262.57 331.22 339.68 #NUM!

23 288.93 294.95 330.57 254.21 346.11 355.71 #NUM!

24 295.80 303.77 341.30 243.31 361.67 372.12 #NUM!

25 302.67 312.85 352.03 229.86 377.94 388.88 #NUM!

26 309.55 322.21 362.76 213.86 394.93 405.96 #NUM!

27 316.42 331.84 373.49 195.32 412.69 423.36 #NUM!

28 323.29 341.76 384.22 174.23 431.24 441.06 #NUM!

29 330.17 351.98 394.95 150.60 450.63 459.04 #NUM!

30 337.04 362.50 405.68 124.43 470.90 477.29 #NUM!

31 343.91 373.34 416.41 95.71 492.07 495.79 #NUM!

32 350.79 384.50 427.14 64.44 514.19 514.55 #NUM!

33 357.66 395.99 437.87 30.63 537.31 533.54 #NUM!
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図２－２ ７法の推計方法における燃えるごみ(事業系)の原単位実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.971140 0.980191 0.971117 0.982978 0.979713 #NUM! 0.978667

平成 9 107.80 107.80 107.80 107.80 107.80 107.80 107.80

10 102.55 102.55 102.55 102.55 102.55 102.55 102.55

11 95.03 95.03 95.03 95.03 95.03 95.03 95.03

12 90.05 90.05 90.05 90.05 90.05 90.05 90.05

13 78.35 78.35 78.35 78.35 78.35 78.35 78.35

14 77.49 77.49 77.49 77.49 77.49 77.49 77.49

15 76.93 76.93 76.93 76.93 76.93 76.93 76.93

16 71.16 71.16 71.16 71.16 71.16 71.16 71.16

17 72.12 72.12 72.12 72.12 72.12 72.12 72.12

18 62.01 62.01 62.01 62.01 62.01 62.01 62.01

19 56.92 58.31 57.19 63.67 60.14 #NUM! 59.80

20 51.83 54.84 52.44 62.45 56.82 #NUM! 56.35

21 46.75 51.57 47.68 61.81 53.68 #NUM! 53.07

22 41.66 48.50 42.93 61.76 50.72 #NUM! 49.97

23 36.57 45.61 38.17 62.31 47.92 #NUM! 47.04

24 31.48 42.89 33.41 63.44 45.27 #NUM! 44.26

25 26.40 40.33 28.66 65.16 42.77 #NUM! 41.64

26 21.31 37.93 23.90 67.47 40.41 #NUM! 39.16

27 16.22 35.67 19.15 70.37 38.18 #NUM! 36.82

28 11.13 33.54 14.39 73.85 36.07 #NUM! 34.61

29 6.04 31.55 9.64 77.93 34.08 #NUM! 32.53

30 0.96 29.67 4.88 82.59 32.20 #NUM! 30.56

31 -4.13 27.90 0.12 87.84 30.42 #NUM! 28.71

32 -9.22 26.24 -4.63 93.68 28.74 #NUM! 26.97

33 -14.31 24.67 -9.39 100.11 27.15 #NUM! 25.32
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図２－３ ７法の推計方法における燃えないごみ(家庭系)の原単位実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.633663 0.581182 0.633044 0.975039 0.576837 0.777998 0.577640

平成 9 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78 8.78

10 11.05 11.05 11.05 11.05 11.05 11.05 11.05

11 15.87 15.87 15.87 15.87 15.87 15.87 15.87

12 16.94 16.94 16.94 16.94 16.94 16.94 16.94

13 18.53 18.53 18.53 18.53 18.53 18.53 18.53

14 19.33 19.33 19.33 19.33 19.33 19.33 19.33

15 20.19 20.19 20.19 20.19 20.19 20.19 20.19

16 19.02 19.02 19.02 19.02 19.02 19.02 19.02

17 19.28 19.28 19.28 19.28 19.28 19.28 19.28

18 14.28 14.28 14.28 14.28 14.28 14.28 14.28

19 14.89 15.07 20.77 12.55 21.91 20.67 21.87

20 15.50 15.91 21.58 8.87 23.24 21.25 23.18

21 16.11 16.79 22.39 4.45 24.65 21.81 24.56

22 16.72 17.73 23.20 -0.73 26.15 22.34 26.03

23 17.34 18.71 24.01 -6.65 27.75 22.85 27.58

24 17.95 19.75 24.82 -13.32 29.44 23.34 29.22

25 18.56 20.85 25.63 -20.73 31.23 23.82 30.94

26 19.17 22.00 26.43 -28.90 33.13 24.28 32.77

27 19.78 23.23 27.24 -37.81 35.14 24.73 34.70

28 20.39 24.52 28.05 -47.47 37.28 25.17 36.73

29 21.00 25.88 28.86 -57.88 39.55 25.59 38.88

30 21.61 27.31 29.67 -69.03 41.96 26.01 41.14

31 22.22 28.83 30.48 -80.93 44.51 26.41 43.52

32 22.84 30.43 31.29 -93.59 47.22 26.81 46.03

33 23.45 32.12 32.09 -106.98 50.09 27.19 48.67
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図２－４ ７法の推計方法における燃えないごみ(事業系)の原単位実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.947422 0.907868 0.947422 0.981328 0.906347 0.974718 #NUM!

平成 10 18.44 18.44 18.44 18.44 18.44 18.44 18.44

11 23.61 23.61 23.61 23.61 23.61 23.61 23.61

12 32.13 32.13 32.13 32.13 32.13 32.13 32.13

13 36.48 36.48 36.48 36.48 36.48 36.48 36.48

14 38.99 38.99 38.99 38.99 38.99 38.99 38.99

15 39.52 39.52 39.52 39.52 39.52 39.52 39.52

16 40.19 40.19 40.19 40.19 40.19 40.19 40.19

17 43.55 43.55 43.55 43.55 43.55 43.55 43.55

18 46.81 46.81 46.81 46.81 46.81 46.81 46.81

19 50.36 52.59 51.56 44.55 64.42 51.30 #NUM!

20 53.90 59.09 54.77 43.56 72.66 53.92 #NUM!

21 57.45 66.38 57.98 41.79 81.94 56.46 #NUM!

22 61.00 74.58 61.19 39.27 92.41 58.95 #NUM!

23 64.54 83.79 64.39 35.98 104.22 61.37 #NUM!

24 68.09 94.14 67.60 31.92 117.54 63.75 #NUM!

25 71.63 105.77 70.81 27.10 132.56 66.08 #NUM!

26 75.18 118.83 74.02 21.51 149.50 68.36 #NUM!

27 78.73 133.50 77.22 15.16 168.60 70.61 #NUM!

28 82.27 149.99 80.43 8.05 190.15 72.83 #NUM!

29 85.82 168.51 83.64 0.17 214.45 75.00 #NUM!

30 89.37 189.32 86.85 -8.47 241.85 77.15 #NUM!

31 92.91 212.70 90.05 -17.88 272.76 79.27 #NUM!

32 96.46 238.97 93.26 -28.05 307.61 81.36 #NUM!

33 100.00 268.49 96.47 -38.99 346.92 83.43 #NUM!
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図２－５ ７法の推計方法における資源ごみ（新聞紙）の原単位実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.628715 0.579404 0.628515 0.974246 0.586137 0.803028 #NUM!

平成 10 21.21 21.21 21.21 21.21 21.21 21.21 21.21

11 25.93 25.93 25.93 25.93 25.93 25.93 25.93

12 32.91 32.91 32.91 32.91 32.91 32.91 32.91

13 37.39 37.39 37.39 37.39 37.39 37.39 37.39

14 40.67 40.67 40.67 40.67 40.67 40.67 40.67

15 37.40 37.40 37.40 37.40 37.40 37.40 37.40

16 37.26 37.26 37.26 37.26 37.26 37.26 37.26

17 35.02 35.02 35.02 35.02 35.02 35.02 35.02

18 33.54 33.54 33.54 33.54 33.54 33.54 33.54

19 35.08 35.52 40.59 26.97 42.17 40.24 #NUM!

20 36.62 37.61 42.01 20.22 44.32 41.15 #NUM!

21 38.16 39.83 43.43 11.98 46.58 42.02 #NUM!

22 39.71 42.18 44.85 2.26 48.96 42.84 #NUM!

23 41.25 44.66 46.28 -8.95 51.45 43.62 #NUM!

24 42.79 47.30 47.70 -21.65 54.08 44.38 #NUM!

25 44.33 50.08 49.12 -35.83 56.83 45.10 #NUM!

26 45.87 53.04 50.54 -51.50 59.73 45.80 #NUM!

27 47.41 56.16 51.96 -68.65 62.77 46.47 #NUM!

28 48.95 59.48 53.38 -87.29 65.97 47.12 #NUM!

29 50.49 62.98 54.81 -107.42 69.34 47.75 #NUM!

30 52.04 66.70 56.23 -129.03 72.87 48.36 #NUM!

31 53.58 70.63 57.65 -152.13 76.59 48.96 #NUM!

32 55.12 74.79 59.07 -176.71 80.49 49.54 #NUM!

33 56.66 79.20 60.49 -202.78 84.59 50.11 #NUM!
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図２－６ ７法の推計方法における資源ごみ(雑誌類)の原単位実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.532571 0.534811 0.532544 0.533100 0.533778 0.589354 #NUM!

平成 10 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19 2.19

11 3.85 3.85 3.85 3.85 3.85 3.85 3.85

12 16.85 16.85 16.85 16.85 16.85 16.85 16.85

13 20.35 20.35 20.35 20.35 20.35 20.35 20.35

14 21.46 21.46 21.46 21.46 21.46 21.46 21.46

15 21.86 21.86 21.86 21.86 21.86 21.86 21.86

16 18.41 18.41 18.41 18.41 18.41 18.41 18.41

17 18.97 18.97 18.97 18.97 18.97 18.97 18.97

18 24.85 24.85 24.85 24.85 24.85 24.85 24.85

19 26.18 26.51 22.99 23.20 22.94 20.40 #NUM!

20 27.52 28.29 23.64 24.00 23.66 20.40 #NUM!

21 28.85 30.18 24.29 24.84 24.41 20.39 #NUM!

22 30.18 32.20 24.94 25.72 25.18 20.39 #NUM!

23 31.52 34.35 25.59 26.63 25.98 20.38 #NUM!

24 32.85 36.65 26.24 27.57 26.80 20.38 #NUM!

25 34.18 39.10 26.89 28.55 27.65 20.38 #NUM!

26 35.52 41.72 27.54 29.56 28.52 20.37 #NUM!

27 36.85 44.51 28.19 30.61 29.42 20.37 #NUM!

28 38.18 47.48 28.84 31.69 30.35 20.37 #NUM!

29 39.52 50.66 29.49 32.80 31.31 20.36 #NUM!

30 40.85 54.05 30.14 33.95 32.30 20.36 #NUM!

31 42.18 57.66 30.79 35.14 33.32 20.36 #NUM!

32 43.52 61.52 31.44 36.36 34.38 20.36 #NUM!

33 44.85 65.64 32.09 37.61 35.47 20.35 #NUM!
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図２－７ ７法の推計方法における資源ごみ(ダンボール)の 

原単位実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.777548 0.809672 0.776440 0.902668 0.807511 #NUM! #NUM!

平成 11 1.87 1.87 1.87 1.87 1.87 1.87 1.87

12 5.06 5.06 5.06 5.06 5.06 5.06 5.06

13 4.18 4.18 4.18 4.18 4.18 4.18 4.18

14 5.92 5.92 5.92 5.92 5.92 5.92 5.92

15 4.81 4.81 4.81 4.81 4.81 4.81 4.81

16 5.44 5.44 5.44 5.44 5.44 5.44 5.44

17 6.34 6.34 6.34 6.34 6.34 6.34 6.34

18 8.50 8.50 8.50 8.50 8.50 8.50 8.50

19 9.07 9.27 7.77 9.84 7.81 #NUM! #NUM!

20 9.65 10.10 8.28 11.90 8.48 #NUM! #NUM!

21 10.22 11.02 8.78 14.30 9.21 #NUM! #NUM!

22 10.79 12.01 9.29 17.05 10.00 #NUM! #NUM!

23 11.37 13.10 9.80 20.14 10.85 #NUM! #NUM!

24 11.94 14.28 10.30 23.57 11.78 #NUM! #NUM!

25 12.51 15.57 10.81 27.36 12.79 #NUM! #NUM!

26 13.09 16.97 11.31 31.48 13.89 #NUM! #NUM!

27 13.66 18.51 11.82 35.95 15.08 #NUM! #NUM!

28 14.23 20.18 12.32 40.77 16.38 #NUM! #NUM!

29 14.81 22.00 12.83 45.93 17.78 #NUM! #NUM!

30 15.38 23.99 13.34 51.43 19.31 #NUM! #NUM!

31 15.95 26.15 13.84 57.28 20.97 #NUM! #NUM!

32 16.53 28.51 14.35 63.48 22.76 #NUM! #NUM!

33 17.10 31.09 14.85 70.01 24.72 #NUM! #NUM!
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図２－８ ７法の推計方法における資源ごみ(ペットボトル)の 

原単位実績と将来予測 
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２．収集ごみ排出量の予測 

予測した人口及び種類別の原単位から収集ごみの排出量を算出します。

次に収集ごみの排出量の算出式を示します。 
 

収集ごみの排出量（ｔ/日） 

＝予測原単位（ｇ/人/日）÷100,000（ｇ/ｔ）×予測人口 
 

本市における収集ごみ排出量の実績とその見込みを表２－３に示します。 
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資料３ 直接搬入ごみ排出量の予測（本編 P37～43 参照） 

 

１．一人一日排出量の予測 

将来の原単位の予測に関しては、以下の方法により比較・検討し最も妥

当な推計値を決定します。 

 

過去 10 年間（平成９年度～平成 18 年度）の原単位の実績 

 

各種推計方法による原単位の将来予測 

１．等 差 法 

２．等 比 法 

３．最小二乗法 

４．二次傾向線 

５．一次指数曲線 

６．べ き 曲 線 

７．ロジスティック曲線 

 

各種推計方法による推計値と全国平均値との比較・検討 

 

最も妥当な推計値の決定 

 

ごみ排出量の決定 

 

ごみ排出量の将来予測にあたっては、平成９年度から平成 18 年度まで

の種類別の原単位をもとに、厚生省監修のごみ処理施設構造指針解説によ

る７法の推計方法を用いて、実績のトレンドと将来のトレンドが無理のな

い線を描くように留意します。 

本市における直接搬入ごみの種類別原単位の推計値に関する採用理由

は次に示すとおりです。 

- 137 - 



【燃えるごみ：家庭系】 

家庭系にて直接搬入される燃えるごみの原単位は、緩やかな増加傾向に

て推移しています。将来の家庭系にて直接搬入される燃えるごみの原単位

も緩やかな増加傾向にて推移していくものと考えられますので、緩やかな

増加傾向を示している推計式のうち、相関係数が最も１に近い「最小二乗

法」による推計値を将来の家庭系にて直接搬入される燃えるごみの原単位

として採用します。 

【燃えるごみ：事業系】 

事業系にて直接搬入される燃えるごみの原単位は、緩やかな増加傾向に

て推移しています。将来の事業系にて直接搬入される燃えるごみの原単位

も緩やかな増加傾向にて推移していくものと考えられますので、緩やかな

増加傾向を示している推計式のうち、相関係数が最も１に近い「最小二乗

法」による推計値を将来の事業系にて直接搬入される燃えるごみの原単位

として採用します。 

【燃えないごみ：家庭系】 

家庭系にて直接搬入される燃えないごみの原単位は、僅かながら増加傾

向にて推移しています。将来の家庭系にて直接搬入される燃えないごみの

原単位も現状と同様な傾向にて推移していくものと考えられますので、原

単位の変動が少なく、相関係数が最も１に近い「最小二乗法」による推計

値を将来の家庭系にて直接搬入される燃えないごみの原単位として採用

します。 

【燃えないごみ：事業系】 

事業系にて直接搬入される燃えないごみの原単位は、僅かながら減少傾

向にて推移しています。将来の事業系にて直接搬入される燃えないごみの

原単位も現状と同様な傾向にて推移していくものと考えられますので、原

単位の変動が少なく、相関係数が最も１に近い「等比法」による推計値を

将来の事業系にて直接搬入される燃えないごみの原単位として採用しま

す。 

 

以上の結果より、表３－１に直接搬入ごみの原単位実績とその見込みを、

図３－１～４に７法の推計方式におけるごみの種類別原単位実績と将来予

測の結果を示します。 
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表３－１ 直接搬入ごみの原単位実績とその見込み 

単位：ｇ/人/年

家 庭 系 事 業 系 家 庭 系 事 業 系

平成９年度 0.42 23.43 0.13 1.89 25.87

平成10年度 1.55 23.71 0.25 1.77 27.28

平成11年度 2.23 22.52 0.30 1.54 26.59

平成12年度 2.76 29.87 0.53 2.40 35.56

平成13年度 2.64 29.84 0.32 0.96 33.76

平成14年度 3.83 35.49 0.53 0.81 40.66

平成15年度 6.37 38.16 0.30 0.86 45.69

平成16年度 9.62 38.61 0.39 0.65 49.27

平成17年度 10.72 58.10 0.70 0.86 70.38

平成18年度 19.10 59.50 0.98 0.64 80.22

平成19年度 18.00 62.59 0.80 0.57 81.96

平成20年度 20.54 67.89 0.87 0.50 89.80

平成21年度 23.07 73.19 0.93 0.45 97.64

平成22年度 25.61 78.50 1.00 0.40 105.51

平成23年度 28.14 83.80 1.06 0.35 113.35

平成24年度 30.67 89.11 1.13 0.31 121.22

平成25年度 33.21 94.41 1.19 0.28 129.09

平成26年度 35.74 99.72 1.26 0.24 136.96

平成27年度 38.28 105.02 1.32 0.22 144.84

平成28年度 40.81 110.33 1.39 0.19 152.72

平成29年度 43.35 115.63 1.45 0.17 160.60

平成30年度 45.88 120.94 1.52 0.15 168.49

平成31年度 48.42 126.24 1.59 0.13 176.38

平成32年度 50.95 131.55 1.65 0.12 184.27

平成33年度 53.49 136.85 1.72 0.11 192.17

採用推計式 最小二乗法 最小二乗法 最小二乗法 等 比 法

予

測

燃 え る ご み 燃 え な い ご み
合 計

実

績
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.926947 0.983085 0.927091 0.983262 0.984262 #NUM! #NUM!

平成 9 0.42 0.42 0.42 0.42 0.42 0.42 0.42

10 1.55 1.55 1.55 1.55 1.55 1.55 1.55

11 2.23 2.23 2.23 2.23 2.23 2.23 2.23

12 2.76 2.76 2.76 2.76 2.76 2.76 2.76

13 2.64 2.64 2.64 2.64 2.64 2.64 2.64

14 3.83 3.83 3.83 3.83 3.83 3.83 3.83

15 6.37 6.37 6.37 6.37 6.37 6.37 6.37

16 9.62 9.62 9.62 9.62 9.62 9.62 9.62

17 10.72 10.72 10.72 10.72 10.72 10.72 10.72

18 19.10 19.10 19.10 19.10 19.10 19.10 19.10

19 21.82 26.37 18.00 24.21 24.16 #NUM! #NUM!

20 24.55 36.40 20.54 31.40 33.95 #NUM! #NUM!

21 27.27 50.25 23.07 39.63 47.71 #NUM! #NUM!

22 29.99 69.36 25.61 48.89 67.05 #NUM! #NUM!

23 32.72 95.75 28.14 59.19 94.23 #NUM! #NUM!

24 35.44 132.18 30.67 70.52 132.42 #NUM! #NUM!

25 38.16 182.46 33.21 82.89 186.09 #NUM! #NUM!

26 40.89 251.88 35.74 96.29 261.51 #NUM! #NUM!

27 43.61 347.71 38.28 110.73 367.51 #NUM! #NUM!

28 46.33 480.00 40.81 126.20 516.46 #NUM! #NUM!

29 49.06 662.61 43.35 142.71 725.77 #NUM! #NUM!

30 51.78 914.71 45.88 160.25 1,019.93 #NUM! #NUM!

31 54.50 1,262.71 48.42 178.83 1,433.31 #NUM! #NUM!

32 57.23 1,743.10 50.95 198.44 2,014.23 #NUM! #NUM!

33 59.95 2,406.27 53.49 219.09 2,830.59 #NUM! #NUM!
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図３－１ ７法の推計方法における燃えるごみ(家庭系)の原単位実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.922281 0.942948 0.922296 0.957674 0.944293 #NUM! #NUM!

平成 9 23.43 23.43 23.43 23.43 23.43 23.43 23.43

10 23.71 23.71 23.71 23.71 23.71 23.71 23.71

11 22.52 22.52 22.52 22.52 22.52 22.52 22.52

12 29.87 29.87 29.87 29.87 29.87 29.87 29.87

13 29.84 29.84 29.84 29.84 29.84 29.84 29.84

14 35.49 35.49 35.49 35.49 35.49 35.49 35.49

15 38.16 38.16 38.16 38.16 38.16 38.16 38.16

16 38.61 38.61 38.61 38.61 38.61 38.61 38.61

17 58.10 58.10 58.10 58.10 58.10 58.10 58.10

18 59.50 59.50 59.50 59.50 59.50 59.50 59.50

19 64.44 66.74 62.59 72.86 65.64 #NUM! #NUM!

20 69.38 74.86 67.89 85.87 74.34 #NUM! #NUM!

21 74.32 83.98 73.19 100.59 84.19 #NUM! #NUM!

22 79.25 94.20 78.50 117.02 95.35 #NUM! #NUM!

23 84.19 105.66 83.80 135.17 107.98 #NUM! #NUM!

24 89.13 118.52 89.11 155.03 122.29 #NUM! #NUM!

25 94.07 132.95 94.41 176.60 138.50 #NUM! #NUM!

26 99.01 149.13 99.72 199.88 156.85 #NUM! #NUM!

27 103.95 167.28 105.02 224.87 177.64 #NUM! #NUM!

28 108.88 187.64 110.33 251.58 201.18 #NUM! #NUM!

29 113.82 210.47 115.63 280.00 227.83 #NUM! #NUM!

30 118.76 236.09 120.94 310.13 258.02 #NUM! #NUM!

31 123.70 264.83 126.24 341.97 292.21 #NUM! #NUM!

32 128.64 297.06 131.55 375.53 330.94 #NUM! #NUM!

33 133.58 333.21 136.85 410.79 374.79 #NUM! #NUM!
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図３－２ ７法の推計方法における燃えるごみ(事業系)の原単位実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.787348 0.839585 0.792211 0.822650 0.827231 0.765218 0.827231

平成 9 0.13 0.13 0.13 0.13 0.13 0.13 0.13

10 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25

11 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30

12 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53

13 0.32 0.32 0.32 0.32 0.32 0.32 0.32

14 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53

15 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30

16 0.39 0.39 0.39 0.39 0.39 0.39 0.39

17 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70

18 0.98 0.98 0.98 0.98 0.98 0.98 0.98

19 1.07 1.23 0.80 0.97 0.90 0.63 0.90

20 1.17 1.54 0.87 1.12 1.05 0.66 1.05

21 1.26 1.92 0.93 1.29 1.22 0.70 1.22

22 1.36 2.41 1.00 1.48 1.43 0.72 1.43

23 1.45 3.01 1.06 1.68 1.67 0.75 1.67

24 1.55 3.77 1.13 1.89 1.95 0.78 1.94

25 1.64 4.72 1.19 2.12 2.27 0.81 2.27

26 1.74 5.90 1.26 2.37 2.65 0.84 2.65

27 1.83 7.39 1.32 2.63 3.10 0.86 3.09

28 1.92 9.25 1.39 2.90 3.61 0.89 3.60

29 2.02 11.57 1.45 3.19 4.22 0.91 4.20

30 2.11 14.49 1.52 3.50 4.92 0.94 4.89

31 2.21 18.13 1.59 3.82 5.74 0.96 5.70

32 2.30 22.69 1.65 4.16 6.70 0.99 6.65

33 2.40 28.40 1.72 4.51 7.82 1.01 7.75
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図３－３ ７法の推計方法における燃えないごみ(家庭系)の原単位実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最小二乗法 二次傾向線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.799915 0.798866 0.800900 0.804550 0.798799 #NUM! 0.798799

平成 9 1.89 1.89 1.89 1.89 1.89 1.89 1.89

10 1.77 1.77 1.77 1.77 1.77 1.77 1.77

11 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54

12 2.40 2.40 2.40 2.40 2.40 2.40 2.40

13 0.96 0.96 0.96 0.96 0.96 0.96 0.96

14 0.81 0.81 0.81 0.81 0.81 0.81 0.81

15 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86

16 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65

17 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86 0.86

18 0.64 0.64 0.64 0.64 0.64 0.64 0.64

19 0.50 0.57 0.34 0.46 0.53 #NUM! 0.53

20 0.36 0.50 0.18 0.36 0.46 #NUM! 0.46

21 0.22 0.45 0.02 0.27 0.40 #NUM! 0.40

22 0.08 0.40 -0.14 0.19 0.35 #NUM! 0.35

23 -0.05 0.35 -0.31 0.12 0.31 #NUM! 0.31

24 -0.19 0.31 -0.47 0.07 0.27 #NUM! 0.27

25 -0.33 0.28 -0.63 0.02 0.23 #NUM! 0.23

26 -0.47 0.24 -0.80 -0.02 0.20 #NUM! 0.20

27 -0.61 0.22 -0.96 -0.04 0.18 #NUM! 0.18

28 -0.75 0.19 -1.12 -0.06 0.16 #NUM! 0.16

29 -0.89 0.17 -1.28 -0.06 0.14 #NUM! 0.14

30 -1.03 0.15 -1.45 -0.06 0.12 #NUM! 0.12

31 -1.17 0.13 -1.61 -0.04 0.10 #NUM! 0.10

32 -1.30 0.12 -1.77 -0.01 0.09 #NUM! 0.09

33 -1.44 0.11 -1.93 0.02 0.08 #NUM! 0.08
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図３－４ ７法の推計方法における燃えないごみ(事業系)の原単位実績と将来予測 
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２．直接搬入ごみ排出量の予測 

予測した人口及び種類別の原単位から直接搬入ごみの排出量を算出しま

す。次に直接搬入ごみの排出量の算出式を示します。 

 

直接搬入ごみの排出量（ｔ/日） 

＝予測原単位（ｇ/人/日）÷100,000（ｇ/ｔ）×予測人口 

 

本市における直接搬入ごみ排出量の実績とその見込みを表３－２に示し

ます。 

 

表３－２ 直接搬入ごみ排出量の実績とその見込み 

単位：ｔ/日

家 庭 系 事 業 系 家 庭 系 事 業 系

平成９年度 0.03 1.42 0.01 0.11 1.57

平成10年度 0.09 1.44 0.02 0.11 1.66

平成11年度 0.14 1.37 0.02 0.09 1.62

平成12年度 0.17 1.82 0.03 0.15 2.17

平成13年度 0.16 1.81 0.02 0.06 2.05

平成14年度 0.23 2.16 0.03 0.05 2.47

平成15年度 0.39 2.32 0.02 0.05 2.78

平成16年度 0.58 2.35 0.02 0.04 2.99

平成17年度 0.65 3.53 0.04 0.05 4.27

平成18年度 1.16 3.62 0.06 0.04 4.88

平成19年度 1.09 3.80 0.05 0.03 4.97

平成20年度 1.25 4.13 0.05 0.03 5.46

平成21年度 1.40 4.45 0.06 0.03 5.94

平成22年度 1.56 4.77 0.06 0.02 6.41

平成23年度 1.71 5.09 0.06 0.02 6.88

平成24年度 1.86 5.42 0.07 0.02 7.37

平成25年度 2.02 5.74 0.07 0.02 7.85

平成26年度 2.17 6.06 0.08 0.01 8.32

平成27年度 2.33 6.38 0.08 0.01 8.80

平成28年度 2.48 6.71 0.08 0.01 9.28

平成29年度 2.64 7.03 0.09 0.01 9.77

平成30年度 2.79 7.35 0.09 0.01 10.24

平成31年度 2.94 7.67 0.10 0.01 10.72

平成32年度 3.10 8.00 0.10 0.01 11.21

平成33年度 3.25 8.32 0.10 0.01 11.68

燃 え る ご み 燃 え な い ご み
合 計

実

績

予

測
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資料４ ごみ減量効果を考慮したごみ排出量の予測（本編 P51～53） 

本市のごみの排出量は、平成 18 年度実績で 23 千ｔ、平成 33 年度には

30 千ｔのごみが排出される見込みとなります。また、市民一人ひとりが１

日で排出するごみの量としては平成 18 年度実績で 1,087ｇ、平成 33 年度

には 1,560ｇへ増加すると見込まれています。平成 17 年度における１人１

日当たりのごみの排出量の全国平均値が 1,069ｇで微減傾向にあることよ

り、増加傾向にある本市はごみの減量化施策に取り組む必要があります。 

自然環境に恵まれた本市をよりきれいで住みやすく、また、「水と緑を

未来に紡ぐ 人と地球にやさしいまち 泉都ごせん」を目指すためにも、

平成 33 年度において予測された市民一人ひとりが１日に排出するごみの

量に対しての減量化目標を次のとおりに設定します。 

 

【燃えるごみの減量化目標】 

収集される燃えるごみ（家庭系）：10％ 

収集される燃えるごみ（事業系）：50％ 

直接搬入される燃えるごみ（家庭系）：50％ 

直接搬入される燃えるごみ（事業系）：50％ 

【燃えないごみの減量化目標】 

収集される燃えないごみ（家庭系）：５％ 

収集される燃えないごみ（事業系）：30％ 

直接搬入される燃えないごみ（家庭系）：５％ 

直接搬入される燃えないごみ（事業系）：５％ 

【資源ごみの減量化目標】 

新聞紙：０％ 

雑誌類、ダンボール、ペットボトル：各５％ 

【有害ごみの減量化目標】：０％ 

 

この減量目標を考慮したごみ排出量の予測は次のとおりです。 
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本市における収集ごみ排出量の見込みを表４－１に、平成 33 年度まで

の年度別減量化達成目標を表４－２に示します。また、直接搬入ごみ排出

量の見込みを表４－３に、平成 33 年度までの年度別減量化達成目標を表

４－４に示します。 

予測された収集及び直接搬入ごみの排出量から減量化達成目標より算出

された排出量を引くことにより、ごみ減量効果を考慮した収集及び直接搬

入ごみの排出量の見込みを算出し、その結果を表４－５～６に示します。

なお、算出式は次のとおりとします。 

 

ごみ減量効果を考慮したごみ排出量（ｔ/日） 

＝予測された収集及び直接搬入ごみの排出量（ｔ/日） 

×（１－年度別減量化達成目標値） 
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表４－３ 直接搬入ごみ排出量の見込み 

単位：ｔ/日

家 庭 系 事 業 系 家 庭 系 事 業 系

平成19年度 1.09 3.80 0.05 0.03 4.97

平成20年度 1.25 4.13 0.05 0.03 5.46

平成21年度 1.40 4.45 0.06 0.03 5.94

平成22年度 1.56 4.77 0.06 0.02 6.41

平成23年度 1.71 5.09 0.06 0.02 6.88

平成24年度 1.86 5.42 0.07 0.02 7.37

平成25年度 2.02 5.74 0.07 0.02 7.85

平成26年度 2.17 6.06 0.08 0.01 8.32

平成27年度 2.33 6.38 0.08 0.01 8.80

平成28年度 2.48 6.71 0.08 0.01 9.28

平成29年度 2.64 7.03 0.09 0.01 9.77

平成30年度 2.79 7.35 0.09 0.01 10.24

平成31年度 2.94 7.67 0.10 0.01 10.72

平成32年度 3.10 8.00 0.10 0.01 11.21

平成33年度 3.25 8.32 0.10 0.01 11.68

燃 え る ご み 燃 え な い ご み
合 計

予

測

 

表４－４ 直接搬入ごみ排出量における年度別減量化目標 

家 庭 系 事 業 系 家 庭 系 事 業 系

平成19年度 5.0% 5.0% 0.5% 0.5%

平成20年度 5.0% 5.0% 0.5% 0.5%

平成21年度 10.0% 10.0% 1.0% 1.0%

平成22年度 15.0% 15.0% 1.5% 1.5%

平成23年度 20.0% 20.0% 2.0% 2.0%

平成24年度 25.0% 25.0% 2.5% 2.5%

平成25年度 30.0% 30.0% 3.0% 3.0%

平成26年度 35.0% 35.0% 3.5% 3.5%

平成27年度 37.0% 37.0% 3.5% 3.5%

平成28年度 40.0% 40.0% 4.0% 4.0%

平成29年度 42.0% 42.0% 4.0% 4.0%

平成30年度 45.0% 45.0% 4.5% 4.5%

平成31年度 47.0% 47.0% 4.5% 4.5%

平成32年度 49.0% 49.0% 5.0% 5.0%

平成33年度 50.0% 50.0% 5.0% 5.0%

50.0% 50.0% 5.0% 5.0%

年

度

別

減

量

化

目

標

Ｈ33年度に対する減量化率

燃 え る ご み 燃 え な い ご み
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表４－６ ごみ減量化目標を考慮した直接搬入ごみ排出量の実績とその見込み 

単位：ｔ/日

家 庭 系 事 業 系 家 庭 系 事 業 系

平成９年度 0.03 1.42 0.01 0.11 1.57

平成10年度 0.09 1.44 0.02 0.11 1.66

平成11年度 0.14 1.37 0.02 0.09 1.62

平成12年度 0.17 1.82 0.03 0.15 2.17

平成13年度 0.16 1.81 0.02 0.06 2.05

平成14年度 0.23 2.16 0.03 0.05 2.47

平成15年度 0.39 2.32 0.02 0.05 2.78

平成16年度 0.58 2.35 0.02 0.04 2.99

平成17年度 0.65 3.53 0.04 0.05 4.27

平成18年度 1.16 3.62 0.06 0.04 4.88

平成19年度 1.04 3.61 0.05 0.03 4.73

平成20年度 1.19 3.92 0.05 0.03 5.19

平成21年度 1.26 4.01 0.06 0.03 5.36

平成22年度 1.33 4.05 0.06 0.02 5.46

平成23年度 1.37 4.07 0.06 0.02 5.52

平成24年度 1.40 4.07 0.07 0.02 5.56

平成25年度 1.41 4.02 0.07 0.02 5.52

平成26年度 1.41 3.94 0.08 0.01 5.44

平成27年度 1.47 4.02 0.08 0.01 5.58

平成28年度 1.49 4.03 0.08 0.01 5.61

平成29年度 1.53 4.08 0.09 0.01 5.71

平成30年度 1.53 4.04 0.09 0.01 5.67

平成31年度 1.56 4.07 0.10 0.01 5.74

平成32年度 1.58 4.08 0.10 0.01 5.77

平成33年度 1.63 4.16 0.10 0.01 5.90

実

績

予

測

燃 え る ご み 燃 え な い ご み
合 計
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資料５ ごみ処理・埋立処分計画の予測（本編 P65～68） 

本市としては中間処理施設を所有していないため、中間処理計画は五泉

地域衛生施設組合と協議しながら、計画を推進する必要があります。よっ

て、ここでは既存資料等を参考にして、今後中間処理をどのように推進し

ていくべきかを検討します。ただし、ごみの排出抑制状況や中間処理施設

の処理状況により大きく変動することが考えられますので、定期的に見直

す必要があります。 

 

１．五泉地域衛生施設組合 ごみ焼却処理施設 

ごみ焼却処理施設の必要処理能力の算出方法は次のとおりです。 

 

必要処理能力 ＝ 年間日平均処理量 ÷ 実稼働率 ÷ 調整稼働率 

 

※ 実稼働率 

実稼働率とは、年間実稼働日数を 365 日で除し算出する。 

・年間実稼働日数 ：365 日－85 日（年間停止日数）＝280 日 

・年 間 停 止 日 数：補修整備期間 30 日＋補修点検期間 15 日×

２回＋全停止期間７日＋起動に要する日数

３日×３回＋停止に要する日数３日×３回

＝85 日 

※ 調整稼働率 

焼却施設の稼働日調整分稼働率（「調整稼働率」という）は、

96％とする。ここに示す稼働率とは、正常に運転される予定の

日でも故障の修理、やむ得ない一時休止等のため処理能力が低

下することを考慮した係数である。 

 

ごみ排出量の予測結果より、処理量が最大となる年度は平成 20 年度と

なるので将来必要となる最大処理能力は次のとおりとなります。 

《平成 20 年度のごみ処理量》 

・五 泉 市       ：56.77ｔ/日 

・阿賀野市（安田地区） ： 8.93ｔ/日（阿賀野市一般廃棄物処理基本計画参照） 

計  ：65.70ｔ/日 

 

必要最大処理能力 ＝ 65.70ｔ/日 ÷（280 日÷365 日）÷0.96 

         ＝ 89.21ｔ/日 ≒ 90ｔ/日 
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表５－１に平成 20 年度から平成 33 年度までの五泉地域衛生施設組合 

ごみ焼却処理施設の必要処理能力を示します。 

 

表５－１ 必要処理能力の見込み 

（五泉地域衛生施設組合 ごみ焼却処理施設） 

【現有処理能力：150ｔ/日】

阿賀 野市 実稼働率 調整稼働率

安田 地区

平成20年度 56.77 8.93 65.70 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 89.21

平成21年度 56.22 8.67 64.89 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 88.11

平成22年度 55.58 8.43 64.01 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 86.92

平成23年度 54.86 8.31 63.17 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 85.78

平成24年度 54.06 8.21 62.27 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 84.56

平成25年度 53.17 8.19 61.36 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 83.32

平成26年度 52.20 8.19 60.39 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 82.00

平成27年度 52.12 8.16 60.28 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 81.85

平成28年度 51.74 8.19 59.93 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 81.38

平成29年度 51.59 8.27 59.86 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 81.28

平成30年度 51.09 8.40 59.49 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 80.78

平成31年度 50.96 8.52 59.48 ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ 80.77

平成32年度 50.92 － － ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ －

平成33年度 50.82 － － ÷ 0.76712 ÷ 0.96 ＝ －

合 計

焼却処理対象ごみ量
必要 最大
処理 能力五 泉 市

 

 

２．五泉地域衛生施設組合 大沢最終処分場 

平成 33 年度までの必要埋立容量の予測を表６－２に示します。平成 33

年度における必要埋立容量は、焼却残渣埋立量が 2,019ｍ3、し尿焼却残渣

が 162ｍ3、不燃残渣が 511ｍ3 であり、覆土を含めた埋立総量は 3,050ｍ3、

平成 19 年度から平成 33 年度までの必要埋立容量は 46,952ｍ3 となります。 

平成 18 年３月末における大沢最終処分場の埋立残容量は、14,238ｍ3 で

あることから平成 23 年にはほぼ埋立完了になると予想されます。 
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資料６ 将来のし尿及び浄化槽汚泥の排出量の予測（本編 P101～103） 

 

１．予測方法の概要 

将来のし尿及び浄化槽汚泥排出量を算出・予測するにあたっては次の方

法を用いて行います。 

① 過去の実績に基づき、将来の生活排水処理形態別人口を予測します。 

② 過去の実績から発生原単位（し尿、浄化槽汚泥の１人１日当たりの

排出量）を算出し、計画発生原単位を設定します。 

③ ①で予測した人口に、②で設定した発生原単位を乗じて、し尿及び

浄化槽汚泥排出量を算出します。 

これらの予測手順を表６－１－１に示します。 

 

地 区 別

本市全体

各 処 理 形 態 別 人 口 の 予 測

排 出 ( 収 集 ) 量 の 実 績

一人一日平均排出(収集)量の算出

将 来 の し 尿 及 び 浄 化 槽 汚 泥 排 出 ( 収 集 ) 量 の 算 出

実 績 人 口 の 把 握

計 画 処 理 区 域 内 人 口 の 予 測

各 処 理 形 態 別 人 口 の 予 測

合 併 処 理 浄 化 槽 人 口

下 水 道 人 口

単 独 処 理 浄 化 槽 人 口

し 尿 収 集 人 口

農 業 集 落 排 水 施 設 人 口

 

 

表６－１－１ し尿及び浄化槽汚泥排出（収集）量の予測手順 
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２．行政区域内人口 

行政区域内人口については、本編 第３章 第４節 第１項 １．計画

処理区域内人口と同じであるため、そこで示されている人口を採用します。 

 

３．生活排水処理形態別人口 

１）生活排水処理形態別人口の実績 

平成９年度から平成 18 年度の処理形態別人口を表６－３－１及び図

６－３－１に示します。 

Ⅰ 合併処理浄化槽人口 

合併処理浄化槽人口は年々増加しており、平成 19 年３月末で

5,397 人であります。 

Ⅱ 下水道人口 

公共下水道は整備区域の増加に伴い、処理人口も年々増加してい

ます。平成 19 年３月末の下水道人口は 21,686 人であります。 

Ⅲ 単独処理浄化槽人口 

単独処理浄化槽人口は、合併処理浄化槽及び下水道の整備に伴い

緩やかに減少しています。平成 19 年３月末の単独処理浄化槽人口

は 19,959 人であります。 

Ⅳ し尿収集人口 

し尿収集人口は、住民の水洗化志向の影響により年々減少してい

ます。平成 19 年３月末のし尿収集人口は 10,639 人であります。 

Ⅴ その他の処理人口 

農業集落排水施設人口、自家処理人口及びその他の処理人口はい

ません。 
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図６－３－１ 生活排水処理形態別人口の推移 
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表６－３－１ 生活排水処理形態別人口の実績 

年 度 平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

１．計画処理区域内人口 （人） 60,786 60,606 60,339 60,025 59,727

２．水洗化・生活雑排水処理人口 （人） 14,506 16,110 18,122 19,216 20,902

(１)コミニティ・プラント人口 （人） 0 0 0 0

(２)合併処理浄化槽人口 （人） 354 872 1,180 1,464 2,181

(３)下水道人口 （人） 14,152 15,238 16,942 17,752 18,721

(４)農業集落排水施設人口 （人） 0 0 0 0

３．水洗化・生活雑排水未処理人口

（単独処理浄化槽人口）

４．非水洗化人口 （人） 26,301 23,995 21,145 19,245 17,410

(１)し尿収集人口 （人） 26,301 23,995 21,145 19,245 17,410

(２)自家処理人口 （人） 0 0 0 0

５．計画処理区域外人口 （人） 0 0 0 0

60,786 60,606 60,339 60,025 59,727

年 度 平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

生活排水処理率 （％） 23.9 26.6 30.0 32.0 35.0

水洗化率 （％） 56.7 60.4 65.0 67.9 70.9

年 度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

１．計画処理区域内人口 （人） 59,389 59,163 58,704 58,162 57,681

２．水洗化・生活雑排水処理人口 （人） 22,354 24,133 25,454 26,450 27,083

(１)コミニティ・プラント人口 （人） 0 0 0 0

(２)合併処理浄化槽人口 （人） 2,907 3,796 4,303 4,818 5,397

(３)下水道人口 （人） 19,447 20,337 21,151 21,632 21,686

(４)農業集落排水施設人口 （人） 0 0 0 0

３．水洗化・生活雑排水未処理人口

（単独処理浄化槽人口）

４．非水洗化人口 （人） 16,402 14,715 13,997 13,240 10,639

(１)し尿収集人口 （人） 16,402 14,715 13,997 13,240 10,639

(２)自家処理人口 （人） 0 0 0 0

５．計画処理区域外人口 （人） 0 0 0 0

59,389 59,163 58,704 58,162 57,681

年 度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

生活排水処理率 （％） 37.6 40.8 43.4 45.5 47.0

水洗化率 （％） 72.4 75.1 76.2 77.2 81.6
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２）生活排水処理形態別人口の予測 

将来の処理形態別人口の見通しに関しては、以下の方法により比較・

検討し、最も妥当な推計値を決定します。 

その後、行政区域内人口の予測値と処理形態別人口の予測値の総和が

等しくなるように修正を行い、その修正予測値を将来予測値として採用

します。 

既存計画による人口見通し 各種の推計方法による人口の見通し

（政策人口） （トレンド人口）

１．長期総合計画 １．等　差　法

２．下水道事業計画 ２．等　比　法

３．その他の計画 ３．最小二乗法

４．二次傾向線

５．一次指数曲線

６．べ き 曲 線

７．ロジスティック曲線

比 較 ・ 検 討

実 績 人 口 等

最 も 妥 当 な 推 計 値 の 決 定

計画の背景や前提

根 拠 の チ ェ ッ ク

 

処理形態別人口の将来予測にあたっては、過去の実績をもとに、厚生

省監修のごみ処理施設構造指針解説による７法の推計方法を用いて、実

績のトレンドと将来のトレンドが無理のない線を描くように留意しま

す。 

本市における処理形態別人口の推計値は、次に示す理由にて採用して

います。 

 

【合併処理浄化槽人口】 

合併処理浄化槽人口は過去 10 年間において緩やかに増加していま

す。将来の合併処理浄化槽人口も緩やかに増加していくものと考えら
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れますので、緩やかな増加傾向を示している推計式のうち、相関係数

が最も１に近い「べき曲線」による推計値を将来の合併処理浄化槽人

口として採用します。 

【下水道人口】 

公共下水道は整備区域の拡大に伴い下水道人口は増加しています。

将来の下水道人口も年々増加していくものと考えられますので、増加

傾向を示している推計式のうち、相関係数が最も１に近い「べき曲線」

による推計値を将来の下水道人口として採用します。 

【単独処理浄化槽人口】 

単独処理浄化槽人口は平成 12 年度をピークとして、それ以降は平

成 18 年度を除いて緩やかな減少傾向を示しています。将来の単独処

理浄化槽人口も緩やかに減少していくものと考えられますので、緩や

かな減少傾向を示している推計式のうち、相関係数が最も１に近い

「等比法」による推計値を将来の単独処理浄化槽人口として採用しま

す。 

【し尿収集人口】 

し尿収集人口は過去 10 年間において減少傾向を示しています。将

来のし尿収集人口も減少していくものと考えられますが、急激な減少

を示すことは考えにくいので減少傾向を示している推計式のうち、相

関係数が最も１に近い「等比法」による推計値を将来のし尿収集人口

として採用します。 

【その他人口】 

コミュニティ・プラント人口、農業集落排水施設人口及び自家処理

人口については、実績がないために予測の対象とはしていません。 

 

以上の結果より、表６－３－２に本市における生活排水処理形態別

人口の見込みを、図６－３－１～４に７法の推計方法における処理形

態別人口の実績と将来予測の結果を示します。 
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表６－３－２ 生活排水処理形態別人口の見込み 

 

【予測された生活排水処理形態別人口】

年 度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

１．計画処理区域内人口　① （人） 58,583 58,792 59,062 59,389 59,773 60,210 60,695 61,226

２．水洗化・生活雑排水処理人口 （人） 28,672 29,797 30,900 31,983 33,053 34,113 35,165 36,211

(１)コミニティ・プラント人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

(２)合併処理浄化槽人口 （人） 5,850 6,465 7,087 7,714 8,347 8,985 9,628 10,275

(３)下水道人口 （人） 22,822 23,332 23,813 24,269 24,706 25,128 25,537 25,936

(４)農(漁)業集落排水施設人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

３．水洗化・生活雑排水未処理人口

（単独処理浄化槽人口）

４．非水洗化人口 （人） 9,954 9,040 8,210 7,456 6,772 6,151 5,587 5,074

(１)し尿収集人口 （人） 9,954 9,040 8,210 7,456 6,772 6,151 5,587 5,074

(２)自家処理人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

５．計画処理区域外人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

【予測された計画区域内人口】 #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!

１．計画処理区域内予測人口　② 57,586 57,246 56,906 56,566 56,225 55,885 55,545 55,204

①－② -997 -1,546 -2,156 -2,823 -3,548 -4,325 -5,150 -6,022

【予測された生活排水処理形態別人口】

年 度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

１．計画処理区域内人口　① （人） 61,802 62,417 63,068 63,753 64,475 65,217 65,990

２．水洗化・生活雑排水処理人口 （人） 37,254 38,294 39,331 40,367 41,408 42,439 43,475

(１)コミニティ・プラント人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

(２)合併処理浄化槽人口 （人） 10,927 11,583 12,242 12,906 13,573 14,244 14,918

(３)下水道人口 （人） 26,327 26,711 27,089 27,461 27,835 28,195 28,557

(４)農(漁)業集落排水施設人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

３．水洗化・生活雑排水未処理人口

（単独処理浄化槽人口）

４．非水洗化人口 （人） 4,609 4,186 3,802 3,454 3,137 2,850 2,589

(１)し尿収集人口 （人） 4,609 4,186 3,802 3,454 3,137 2,850 2,589

(２)自家処理人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

５．計画処理区域外人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

【予測された計画区域内人口】 #REF! #REF!

１．計画処理区域内予測人口　② 54,864 54,524 54,525 54,526 54,527 54,528 54,529

①－② -6,938 -7,893 -8,543 -9,227 -9,948 -10,689 -11,461
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最 小 二 乗 法 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.993142 0.949354 0.993143 0.995578 0.956576 0.995627 #NUM!

平成 9 354 354 354 354 354 354 354

10 872 872 872 872 872 872 872

11 1,180 1,180 1,180 1,180 1,180 1,180 1,180

12 1,464 1,464 1,464 1,464 1,464 1,464 1,464

13 2,181 2,181 2,181 2,181 2,181 2,181 2,181

14 2,907 2,907 2,907 2,907 2,907 2,907 2,907

15 3,796 3,796 3,796 3,796 3,796 3,796 3,796

16 4,303 4,303 4,303 4,303 4,303 4,303 4,303

17 4,818 4,818 4,818 4,818 4,818 4,818 4,818

18 5,397 5,397 5,397 5,397 5,397 5,397 5,397

19 5,957 7,305 5,939 6,295 9,618 5,850 #NUM!

20 6,518 9,887 6,523 7,073 12,717 6,465 #NUM!

21 7,078 13,382 7,107 7,883 16,816 7,087 #NUM!

22 7,638 18,113 7,690 8,726 22,237 7,714 #NUM!

23 8,199 24,516 8,274 9,601 29,404 8,347 #NUM!

24 8,759 33,183 8,858 10,508 38,881 8,985 #NUM!

25 9,319 44,914 9,442 11,448 51,413 9,628 #NUM!

26 9,880 60,791 10,026 12,420 67,985 10,275 #NUM!

27 10,440 82,281 10,610 13,425 89,897 10,927 #NUM!

28 11,000 111,369 11,194 14,462 118,873 11,583 #NUM!

29 11,561 150,738 11,778 15,531 157,188 12,243 #NUM!

30 12,121 204,026 12,362 16,633 207,852 12,906 #NUM!

31 12,681 276,150 12,946 17,767 274,847 13,573 #NUM!

32 13,242 373,772 13,530 18,933 363,434 14,244 #NUM!

33 13,802 505,903 14,114 20,132 480,576 14,918 #NUM!
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図６－３－１ ７法の推計方法における合併処理浄化槽人口の実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最 小 二 乗 法 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.982208 0.969791 0.982207 0.998164 0.969748 0.990458 0.997496

平成 9 14,152 14,152 14,152 14,152 14,152 14,152 14,152

10 15,238 15,238 15,238 15,238 15,238 15,238 15,238

11 16,942 16,942 16,942 16,942 16,942 16,942 16,942

12 17,752 17,752 17,752 17,752 17,752 17,752 17,752

13 18,721 18,721 18,721 18,721 18,721 18,721 18,721

14 19,447 19,447 19,447 19,447 19,447 19,447 19,447

15 20,337 20,337 20,337 20,337 20,337 20,337 20,337

16 21,151 21,151 21,151 21,151 21,151 21,151 21,151

17 21,632 21,632 21,632 21,632 21,632 21,632 21,632

18 21,686 21,686 21,686 21,686 21,686 21,686 21,686

19 22,523 22,739 23,442 22,087 24,068 23,565 22,078

20 23,360 23,844 24,303 22,209 25,240 24,368 22,296

21 24,197 25,002 25,164 22,207 26,470 25,161 22,464

22 25,034 26,216 26,026 22,083 27,760 25,944 22,594

23 25,872 27,489 26,887 21,835 29,112 26,719 22,693

24 26,709 28,824 27,748 21,464 30,530 27,486 22,770

25 27,546 30,224 28,609 20,970 32,018 28,246 22,828

26 28,383 31,692 29,470 20,352 33,578 28,999 22,873

27 29,220 33,231 30,331 19,612 35,214 29,747 22,907

28 30,057 34,845 31,192 18,748 36,930 30,488 22,933

29 30,894 36,537 32,054 17,761 38,729 31,224 22,953

30 31,731 38,311 32,915 16,651 40,616 31,954 22,968

31 32,568 40,172 33,776 15,417 42,595 32,680 22,980

32 33,406 42,123 34,637 14,061 44,670 33,401 22,989

33 34,243 44,169 35,498 12,581 46,846 34,118 22,995
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図６－３－２ ７法の推計方法における下水道人口の実績と将来予測 

 

- 162 - 



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最 小 二 乗 法 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.537514 0.537514 0.536999 0.735520 0.531535 #NUM! #NUM!

平成 9 19,979 19,979 19,979 19,979 19,979 19,979 19,979

10 20,501 20,501 20,501 20,501 20,501 20,501 20,501

11 21,072 21,072 21,072 21,072 21,072 21,072 21,072

12 21,564 21,564 21,564 21,564 21,564 21,564 21,564

13 21,415 21,415 21,415 21,415 21,415 21,415 21,415

14 20,633 20,633 20,633 20,633 20,633 20,633 20,633

15 20,315 20,315 20,315 20,315 20,315 20,315 20,315

16 19,253 19,253 19,253 19,253 19,253 19,253 19,253

17 18,472 18,472 18,472 18,472 18,472 18,472 18,472

18 19,959 19,959 19,959 19,959 19,959 19,959 19,959

19 19,957 19,957 19,383 18,001 19,366 #NUM! #NUM!

20 19,955 19,955 19,213 17,078 19,202 #NUM! #NUM!

21 19,952 19,952 19,043 16,029 19,039 #NUM! #NUM!

22 19,950 19,950 18,874 14,854 18,877 #NUM! #NUM!

23 19,948 19,948 18,704 13,554 18,717 #NUM! #NUM!

24 19,946 19,946 18,534 12,128 18,558 #NUM! #NUM!

25 19,943 19,943 18,364 10,577 18,401 #NUM! #NUM!

26 19,941 19,941 18,195 8,900 18,245 #NUM! #NUM!

27 19,939 19,939 18,025 7,097 18,090 #NUM! #NUM!

28 19,937 19,937 17,855 5,169 17,937 #NUM! #NUM!

29 19,935 19,935 17,685 3,115 17,784 #NUM! #NUM!

30 19,932 19,932 17,516 936 17,633 #NUM! #NUM!

31 19,930 19,930 17,346 -1,369 17,484 #NUM! #NUM!

32 19,928 19,928 17,176 -3,800 17,335 #NUM! #NUM!

33 19,926 19,926 17,006 -6,356 17,188 #NUM! #NUM!
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図６－３－３ ７法の推計方法における単独処理浄化槽人口の実績と将来予測 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

等 差 法 等 比 法 最 小 二 乗 法 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ曲線

0.984910 0.995283 0.984910 0.994708 0.994987 #NUM! 0.994426

平成 9 26,301 26,301 26,301 26,301 26,301 26,301 26,301

10 23,995 23,995 23,995 23,995 23,995 23,995 23,995

11 21,145 21,145 21,145 21,145 21,145 21,145 21,145

12 19,245 19,245 19,245 19,245 19,245 19,245 19,245

13 17,410 17,410 17,410 17,410 17,410 17,410 17,410

14 16,402 16,402 16,402 16,402 16,402 16,402 16,402

15 14,715 14,715 14,715 14,715 14,715 14,715 14,715

16 13,997 13,997 13,997 13,997 13,997 13,997 13,997

17 13,240 13,240 13,240 13,240 13,240 13,240 13,240
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32 -13,724 2,603 -12,180 17,981 3,097 #NUM! 2,832

33 -15,464 2,354 -13,796 19,797 2,824 #NUM! 2,562
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図６－３－４ ７法の推計方法におけるし尿収集人口の実績と将来予測 
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３）計画処理区域内人口と生活排水処理形態別人口における総和の修正 

これまでの予測結果では、計画処理区域内人口と生活排水処理形態別

人口の総和は一致せず、差が生じているために両者が一致するように修

正を行います。なお、修正の手順は次のとおりとします。 

① 計画処理区域内人口と処理形態別人口の総和との差を求めます。 

② 推計式等により予測した処理形態別人口の人口割合を求めます。 

③ し尿処理人口は減少率が著しく高くなっているため、予測されたし

尿処理人口をそのまま採用します。 

④ 合併処理浄化槽人口及び下水道人口は、①で求めた修正を要する差

に、②で求めた割合を乗じて修正すべき人口を求めます。 

⑤ 最後に、計画処理区域内人口から合併処理浄化槽人口、下水道人口

及びし尿処理人口を引いた人口を単独処理浄化槽人口とします。 

 

以上のような手順にて予測した生活排水処理形態別人口の修正を行

った結果を表６－３－３に示します。 
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表６－３－３ 生活排水処理形態別人口の見込み：修正後 

年 度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

１．計画処理区域内人口 （人） 57,586 57,246 56,906 56,566 56,225 55,885 55,545 55,204

２．水洗化・生活雑排水処理人口 （人） 28,184 29,013 29,772 30,463 31,092 31,663 32,181 32,650

(１)コミニティ・プラント人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

(２)合併処理浄化槽人口 （人） 5,750 6,295 6,828 7,347 7,852 8,340 8,811 9,265

(３)下水道人口 （人） 22,434 22,718 22,944 23,116 23,240 23,323 23,370 23,385

(４)農(漁)業集落排水施設人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

３．水洗化・生活雑排水未処理人口

（単独処理浄化槽人口）

４．非水洗化人口 （人） 9,954 9,040 8,210 7,456 6,772 6,151 5,587 5,074

(１)し尿収集人口 （人） 9,954 9,040 8,210 7,456 6,772 6,151 5,587 5,074

(２)自家処理人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

５．計画処理区域外人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

57,586 57,246 56,906 56,566 56,225 55,885 55,545 55,204

年 度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

生活排水処理率 （％） 48.9 50.7 52.3 53.9 55.3 56.7 57.9 59.1

水洗化率 （％） 82.7 84.2 85.6 86.8 88.0 89.0 89.9 90.8

0 0 0 0 0 0 0 0 0

年 度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

１．計画処理区域内人口 （人） 54,864 54,524 54,525 54,526 54,527 54,528 54,529

２．水洗化・生活雑排水処理人口 （人） 33,071 33,452 34,004 34,525 35,019 35,484 35,925

(１)コミニティ・プラント人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

(２)合併処理浄化槽人口 （人） 9,700 10,118 10,584 11,038 11,479 11,910 12,327

(３)下水道人口 （人） 23,371 23,334 23,420 23,487 23,540 23,574 23,598

(４)農(漁)業集落排水施設人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

３．水洗化・生活雑排水未処理人口

（単独処理浄化槽人口）

４．非水洗化人口 （人） 4,609 4,186 3,802 3,454 3,137 2,850 2,589

(１)し尿収集人口 （人） 4,609 4,186 3,802 3,454 3,137 2,850 2,589

(２)自家処理人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

５．計画処理区域外人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

54,864 54,524 54,525 54,526 54,527 54,528 54,529

年 度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

生活排水処理率 （％） 60.3 61.4 62.4 63.3 64.2 65.1 65.9

水洗化率 （％） 91.6 92.3 93.0 93.7 94.2 94.8 95.3

生

活

排

水

処

理

形

態

別

人

口

（人） 17,184 16,886

生

活

排

水

処

理

形

態

別

人

口

（人） 19,448 19,193 18,924 18,647

16,719 16,547 16,371 16,194 16,015

18,361 18,071 17,777 17,480
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４．一人一日平均排出量（原単位）の算出 

し尿及び浄化槽汚泥の一人一日平均排出量（原単位）は、生活様式、習

慣の変化、便槽構造の変化等により年々変化しています。特に、最近は簡

易水洗便所（少量の洗浄水を使う水洗式便所であるが、収集形態から見る

と汲取式便所である。）の普及や浄化槽における清掃の徹底による清掃頻度

の増加より、原単位が増加する傾向にあります。 

本市のし尿及び浄化槽汚泥の原単位については、環境省が毎年通知する

「廃棄物処理施設整備計画策定要領」に基づく手法により算出します。 

本市における平成 16 年度から平成 18 年度までの過去３年間の原単位を

表６－４－１に示します。将来の排出量を算出する基礎数値となるし尿、

単独処理浄化槽及び合併処理浄化槽の計画一人一日平均排出量は、過去３

年間の平均値を用いて次のとおり設定します。 

 

 

し  尿    ：２．１７ ℓ／人／日 

単独処理浄化槽汚泥 ：０．９０ ℓ／人／日 

合併処理浄化槽汚泥 ：１．８０ ℓ／人／日 

 

 

５．将来のし尿及び浄化槽汚泥排出（収集）量の算出 

これまで算出、設定された生活排水処理形態別人口及び計画一人一日平

均排出量をもとにして、将来のし尿及び浄化槽汚泥排出量を求めた結果を

表６－５－１に示します。 
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表６－５－１ 将来のし尿及び浄化槽汚泥排出量の見込み 

年 度 平成19 平成20 平成21 平成22 平成23 平成24 平成25 平成26

１．計画処理区域内人口 （人） 57,586 57,246 56,906 56,566 56,225 55,885 55,545 55,204

２．水洗化・生活雑排水処理人口 （人） 28,184 29,013 29,772 30,463 31,092 31,663 32,181 32,650

(１)コミニティ・プラント人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

(２)合併処理浄化槽人口 （人） 5,750 6,295 6,828 7,347 7,852 8,340 8,811 9,265

(３)下水道人口 （人） 22,434 22,718 22,944 23,116 23,240 23,323 23,370 23,385

(４)農業集落排水施設人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

３．水洗化・生活雑排水未処理人口

（単独処理浄化槽人口）

４．非水洗化人口 （人） 9,954 9,040 8,210 7,456 6,772 6,151 5,587 5,074

(１)し尿収集人口 （人） 9,954 9,040 8,210 7,456 6,772 6,151 5,587 5,074

(２)自家処理人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

５．計画処理区域外人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0 0

６．合併処理浄化槽汚泥量 (kℓ/日) 10.4 11.3 12.3 13.2 14.1 15.0 15.9 16.7

７．単独処理浄化槽汚泥量 (kℓ/日) 17.5 17.3 17.0 16.8 16.5 16.3 16.0 15.7

８．し尿収集量 (kℓ/日) 21.6 19.6 17.8 16.2 14.7 13.3 12.1 11.0

９．合計処理量 (kℓ/日) 49.5 48.2 47.1 46.2 45.3 44.6 44.0 43.4

10．合併処理浄化槽汚泥原単位 (ℓ/人/日) 1.80 1.80 1.80 1.80 1.80 1.80 1.80 1.80

11．単独処理浄化槽汚泥原単位 (ℓ/人/日) 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90

12．し尿原単位 (ℓ/人/日) 2.17 2.17 2.17 2.17 2.17 2.17 2.17 2.17

年 度 平成27 平成28 平成29 平成30 平成31 平成32 平成33

１．計画処理区域内人口 （人） 54,864 54,524 54,525 54,526 54,527 54,528 54,529

２．水洗化・生活雑排水処理人口 （人） 33,071 33,452 34,004 34,525 35,019 35,484 35,925

(１)コミニティ・プラント人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

(２)合併処理浄化槽人口 （人） 9,700 10,118 10,584 11,038 11,479 11,910 12,327

(３)下水道人口 （人） 23,371 23,334 23,420 23,487 23,540 23,574 23,598

(４)農業集落排水施設人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

３．水洗化・生活雑排水未処理人口

（単独処理浄化槽人口）

４．非水洗化人口 （人） 4,609 4,186 3,802 3,454 3,137 2,850 2,589

(１)し尿収集人口 （人） 4,609 4,186 3,802 3,454 3,137 2,850 2,589

(２)自家処理人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

５．計画処理区域外人口 （人） 0 0 0 0 0 0 0

６．合併処理浄化槽汚泥量 (kℓ/日) 17.5 18.2 19.1 19.9 20.7 21.4 22.2

７．単独処理浄化槽汚泥量 (kℓ/日) 15.5 15.2 15.0 14.9 14.7 14.6 14.4

８．し尿収集量 (kℓ/日) 10.0 9.1 8.3 7.5 6.8 6.2 5.6

９．合計処理量 (kℓ/日) 43.0 42.5 42.4 42.3 42.2 42.2 42.2

10．合併処理浄化槽汚泥原単位 (ℓ/人/日) 1.80 1.80 1.80 1.80 1.80 1.80 1.80

11．単独処理浄化槽汚泥原単位 (ℓ/人/日) 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90

12．し尿原単位 (ℓ/人/日) 2.17 2.17 2.17 2.17 2.17 2.17 2.17

生
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水
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